
アディクション支援ギャップ
縮小のためのICT活用

-スマホアプリによる依存症治療-

日時

筑波大学 社会精神保健学分野 2022年度 第1回

アディクションやそのリスクのある人は、自分の依存の問題に気が付いて、その相談や治療を受ける
ことや、一旦治療機関に結び付いても継続的に自分の依存の問題に取り組むことが難しいと言われて
います。宋龍平先生は、アルコール依存症やギャンブル依存症のある人が使えるアプリを開発して、
その効果を実証的に検討するという注目すべき研究を行っておられます。特に、Covid-19が蔓延する
状況下では、こうしたICT（Information and Communication Technology：情報通信技術）
を用いた方法の重要性がさらに高まっているとも言えます。ICT技術のアディクション領域への治療
活用に先駆的に取り組んでおられる先生にお話を伺います。

オンラインセミナー
Zoomによる配信
（100名まで、録画配信はありません）

⚫ 7月15日までに参加希望を以下リンク先のGoogleフォーム（QRコードから
もたどれます）から、ご氏名、ご所属、e-mailアドレスを入力して送信く
ださい。

⚫ 開催前にe-mailアドレスまでZoomリンクをお知らせします。（定員を超え
て多くの方にお申し込みいただいた場合、ご遠慮いただく可能性があります）

⚫ Googleフォームへのリンク：https://forms.gle/zBjknJ6yfymi66Ey7

形式

申込

講師

演題

宋 龍平 先生
岡山県精神科医療センター

精神科医・Master of Public Health

精神保健セミナー

2022年

7月19日

16:30-18:30

火

参加費は無料です。どなたでもご参加ください。

筑波大学社会精神保健学分野 seishinhoken@hotmail.come-mail TEL/FAX 029-853-3099

QRコード

https://forms.gle/zBjknJ6yfymi66Ey7

